
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 自助・共助・公助の総合的推進 

災害を軽減するためには、「自助、共助、公助」が重要であると言われています。

「自助」とは自らの命は自分で守ること、「共助」とは隣近所が助け合って地域の安

全を守ること、「公助」とは行政が個人や地域の取組みを支援したり、「自助・共助」

では解決できない大くくりの仕事を言います。防災対策には、災害発生を予見する予

防対策、災害発生に伴う応急対策、災害後の復旧・復興対策という三段階があり、い

ずれも「自助・共助・公助」の三つの力が連携することが必要です。例えば、阪神淡

路大震災では、倒壊家屋の下から救出された全体の約 3／4の方々は、地域住民の方々
から助け出されたと言われています。 
このように、自らの身は自分で守ること、隣近所が助け合って守ることなどが大切

であり、それらが地域を守ることにも繋がります。 
また、住民の方々の自助・共助には、これを支援する地域防災リーダーも必要であ

ると言われております。この地域防災リーダーの活動支援や教育などにも、行政も協

力して今後取り組む必要があります。 
これらは、減災のために総合的に推進することが重要です。 
 
 
 
 

（洪水危機管理シンポジウム：札幌管区気象台資料より）


